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坑内労働の経験がある女性技術者の健康データに関するアンケート調査 

への協力依頼について 

 

 時下ますますご清祥のことと、お慶び申し上げます。また、平素より本会の活

動に対しまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、女性の坑内労働は、労働基準法の中で「女性労働基準規則」として規

定され、女性技術者については、平成17年改正、平成18年施行されるまで従事

することができず、また、女性技能者については、今もなお規制が続いている

状況です。 

今般、女性技能者の職域拡大を目指した取組の中で、現況資料作成を目的と

したアンケート調査の実施について、公益社団法人土木学会より協力依頼があ

りました。 

つきましては、大変恐れ入りますが、貴会会員企業の方々に対し、本調査を

ご周知いただき、調査へのご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、本調査でご回答しにくい項目もございますので、貴会会員企業の方々

からお問い合わせがある場合には、お手数おかけ致しますが、全建労働部をご

案内いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

回答方法につきましては、７月31日（木）までに次の【アンケートフォー

ム】（Web調査）の設問よりご回答いただきますようお願い致します。 

【アンケートフォーム】https://forms.office.com/r/2DDBVTU9K7 

 
（担当：労働部 山崎（直）、浜崎） 

（全建労働部連絡先：03-3551-9396） 



 2025 年 7 月吉日 
 
 

（一社）全国建設業協会 御中 
 
 

（公社）土木学会 ＤＥＩ委員会 
委員長  米山  賢 

 
 

坑内労働の経験がある女性技術者の健康データに関するアンケート調査への協力願い 
 
 
 平素より、建設産業における女性活躍・定着促進の活動にご支援・ご協力を賜り感謝申し上げます。 
 会員企業に所属する女性技術者の皆さまの中には、山岳トンネル工事現場やシールドトンネル工事現
場でご活躍する方がいらっしゃることと存じます。 

2006 年の労働基準法改正、翌 2007 年施行により、管理監督業務に従事する女性技術者の入坑が認め
られ、トンネル工事に従事する女性技術者が増えている一方、女性技能者については未だ入坑（坑内労働）
が禁止されたままです。 

今般、女性技能者の職域拡大を目指して、坑内労働に関わる法規制緩和に向けた取り組みを行っている
ところですが、労働基準法制定時（1947 年）の規制の背景には、母性保護の観点があることを踏まえて、
2007 年以降に坑内労働を経験した女性の健康データを収集・分析したく考えております。 

つきましては、貴社の女性技術者のうち、坑内労働（山岳トンネル工事やシールドトンネル工事）に従
事した経験がある方の健康データについてアンケート調査にご協力いただきたく、お願い申し上げます。 

なお、回答頂いた情報は、法規制緩和に向けた働きかけを行うための、女性技術者の現況資料作成に使
用します。資料を公表する場合は、統計処理し、個別社名が特定されない形式と致します。 

 
 

問合せ先：（公社）土木学会 DEI 委員会 
E-mail：dandi@jsce-ml.jp 

担当：竹之内・阿部 
 

回答はこちらから：https://forms.office.com/r/2DDBVTU9K7 
   アンケート期限：2025/7/31 
 
※わたしたちの活動についてはこちらをご覧ください。 

土木学会 DEI 委員会 https://committees.jsce.or.jp/diversity/ 
坑内労働検討 WG | 土木学会 DEI 委員会 https://committees.jsce.or.jp/diversity/node/90 

mailto:dandi@jsce-ml.jp
https://forms.office.com/r/2DDBVTU9K7
https://committees.jsce.or.jp/diversity/
https://committees.jsce.or.jp/diversity/node/90


坑内労働の経験がある女性技術者の健康データに関するアンケート調査 
 

 
1． 貴社名を教えてください。 

＊          
2． 貴社が所属する関係団体を教えてください。 

＊ 日本建設業連合会 
＊ 全国建設業協会 
＊ 全国中小建設業協会 
＊ 日本測量協会 
＊ 日本トンネル専門工事業協会 
＊ その他 

3.  2007 年の規制緩和以降、坑内労働の経験がある女性の人数を教えてください。 
  ＊   人 
4. 坑内労働の経験がある女性の主な業務を教えてください。 
  ＊ 施工管理 
  ＊ 測量 
  ＊ 調査・研究 
  ＊ その他 
5. 坑内労働の経験がある女性のうち、一般定期健康診断の胸部 X 線検査において、所見があった女性
の人数を教えてください。 
  ＊   人 
  ＊ 不明 
6. 5 に該当する女性の二次検査データの有無について教えてください。 
  ＊ 有 
  ＊ 無 
  ＊ 不明 
7. 6 で「有」と回答した方に伺います。匿名性を担保したうえで、二次検査データの提供にご協力いた
だくことは可能ですか？ 
  ＊ 協力可能 
  ＊ 協力できない 
8. ご回答内容についての問い合わせ先を教えてください。（ご担当者さまのお名前 または部署名） 
9. 問い合わせ先メールアドレス 
10. 女性技能者の坑内労働規制緩和を目指した活動の一環として、坑内労働を経験した女性技術者に、ヒ
アリングや意見交換の実施を予定しています。もしお願いした際、ご協力いただけますでしょうか。 
  ＊ はい 
  ＊ いいえ 
  ＊ 内容によって検討する 
 

以上 
ご協力ありがとうございました。 
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